
社会福祉法人 当麻かたるべの森 

平成１６年度 日本財団助成事業：自活訓練棟等の建築 

本自転車振興会助成事業 
 平成16年度作業棟（知的障害者）の建築整備補助事業 



 

建設場所：北海道上川郡当麻町中央４区（かたるべの森）  ＴＥＬ：０１６６－８４－２８６２       

  種  目 ：作業棟（陶芸棟）            ＦＡＸ：０１６６－８４－２８６７ 
構  造 ：木造 平屋建 
  建築面積 ：１４２.７３㎡ 
  延床面積 ：１２４.５１㎡ 
   

  主要各室面積 

   風除室：４.９７㎡  ホール：１３.６６㎡  ろくろ形成室：３１.６８㎡  
   作品形成室：１９.８８㎡  窯場 ：８.３７㎡  食堂：２３.１９㎡  静養室：８.２８㎡ 
   押 入：０．８３㎡  ＷＣ：７.８６㎡  洗面、脱衣室：３.３１㎡  風呂場：２.４８㎡ 
 

活動内容 

 当法人では「入所施設によらない施設づくり」をテーマに、知的な障がいを持つ施設利用者の日中活動

の場、或いは福祉的就労の場を拡充し、陶芸という授産作業種目の拡充による選択肢の広がりと、ゆとり

のある作業環境の整備をします。また、自由な発想で自己表現していける陶芸活動を目指します。 

 さらに、地域の小学生をはじめ各種団体・地域住民全般の文化活動に貢献できるよう、陶芸教室等の文化

講座を開催して障がい者と触れ合える場である「陶芸工房」を実現し、障がい者理解が広がるような地域福

祉活動の拠点づくりと繋げていきたいと考えいます。 

             事 業 費 総 額：１５，３６８，９５５円 

  【収入】 
   （１） 日本自転車振興会補助金： １１，４８２，０００円   
   （２） 自 己 負 担 額       ：  ３，８８６，９５５円 

 

  【支出】 
      （１） 建築主体 工 事 費  ： １２，９６７，５００円 
   （ 2 ） 設  計  管  理  費  ：      ５２５，０００円 

   （ 3 ) 機  械  設  備（窯）：  １，８７６，４５５円 
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平成16年度日本自転車振興会助成事業 
「作業棟（知的障害者）の建築整備」完了 





        自活訓練棟（かたるべホール）の趣旨  
 

ミュージックセラピストの池田
い け だ

千鶴子
ち づ こ

さんと当法人
とうほうじん

のつながりは、当法人が森
とうほうじん もり

の構想
こうそう

を打ち出す
 う  だ

以前
いぜん

からであり、法人
ほうじん

副理事長
ふくりじちょう

の横井
よこい

氏
し

が以前
いぜん

施設長
しせつちょう

だった頃
ころ

からという十
じゅう

数年
すうねん

の長い
なが

お付き合い
  つき  あ

となりま

す。そんな池田
いけだ

さんの、「森
もり

にコンサートホールを建てましょう
た

」という熱い
あつ

一言
ひとこと

から始まった
はじ

計画
けいかく

が、

かたるべホール（千鶴子メモリアルホール）です。また、一歩
いっぽ

、森
もり

の構想
こうそう

への夢
ゆめ

がふくらみますね。 

 

１．   各種
かくしゅ

イベントの開催
かいさい

を行い
おこな

、地域
ちいき

の方
かた

に利用
りよう

してもらうことで地域
ちいき

の活性化
かっせいか

を図ります
はか

。ま

た、地域
ちいき

住民
じゅうみん

の方
かた

の要請
ようせい

に応じて
お う

施設
し せ つ

を開放
かいほう

し、社会
しゃかい

資源
し げ ん

のひとつとして貢献
こうけん

します。 

２．   絵画
か い が

・創作
そうさく

教 室
きょうしつ

や織物
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教 室
きょうしつ

の開催
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を年１２回
ね ん １ ２ か い
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じ っ し
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「同じ
おな

地域
ちいき

で暮らす
く

者
もの

」としての交流
こうりゅう

ができる環境
かんきょう

を整備
せいび

します。 
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20名
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でメンバー交代
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３．   障
しょう

がい者
もの

の地域
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生活
せいかつ

へ向けて
む
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ちょうき
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体験
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じっし
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平成16年度助成事業 
「自活訓練棟等の建築」完了 



基本理念 社会福祉法人当麻かたるべの森 

 

（1）入所施設ではない地域居住の実践を 
当麻町の通所施設設置の基本的な理念は「入所施設ではなく、地域で暮らす」ということにつきます。北海

道の町村において、入所施設中心で通所施設が発展しなかったのは、人口規模が小さく、地理的に広域である

ことと、さらには「家庭からの通所の負担」が大きいということが最も大きな理由であったと思われます。平

成元年に知的障がい者の地域居住を保障する「グループホーム」制度（知的障害者地域生活援助事業）が発足

したことにより、私達はこのグループホームを活用することで、従来のように入所施設による福祉ではなく、

地域で生活し，地域で働き、活動するという地域福祉の理念の実現を図ろうとするものです。 

このことを具体的な実践として示すことが出来れば、日本の知的障がい者福祉は障がい者本人の願いに添っ

たものとなり、ノーマライゼーションの理念の実現が飛躍的に進むと言えます。 
  
（2）労働の場と創造的で芸術活動の場としての活動の場（通所授産施設）を 
従来の通所授産施設は「労働」を強調するあまり、活動の内容が企業の下請け作業であったり、また、生産

中心であるため、知的障がい者にとっても過重の負担を強いる結果となり、比較的重度の障がいを持つ人に

とって利用しにくい現実になっているといえます。 

また、施設が単に障がい者の「作業場」になっている実情から、地域の人にとっても親しみがもてず、地域

住民との関係が極めて希薄な存在になっています。 

一方、障がい者にとっては、労働における生産中心の場として優先されるあまり、他の活動の場となってい

ないのが現実です。私達は通所施設が、障がいを持つ人のさまざまな活動を保障する場として機能を持たせる

ことも重要であると考えます。そこで、当麻町が設置する通所授産施設は障がい者の「芸術活動」としての機

能や、地域との交流も重要な活動の一環と考え、住民との交流の場としての機能を持ち、地域交流の場として

の「コミュニティセンター」の役割を果たせることを目的とした、施設の建設と運営を目指したいと思います。 

 

（3）地域活動の拠点としての施設づくりを目指します 
通所授産施設が社会資本の不足する地域の資源として、建物自体が地域との交流の場となるような設計思想

を持つことがまず必要なのだと思います。地域の住民が、サークル活動や自分達の趣味の活動、更には芸術文

化の活動ができるような建物にすることによって、施設がハードの面でも地域の拠点となることができます。

当麻町の施設はまず建物から障がい者施設のイメージを変えていきたいと考えます。つぎに、利用者の作業種

目とする木工、陶芸、織物、絵画芸術活動を地域にも開放し、町とも協力して、それぞれの活動を生かした「文

化講座」を開催したいと思います。施設の持っているマンパワーや建物を生かして、地域の文化に寄与できる

施設づくりをすることが、障がいをもつ人の理解につながりますし、そのことがノーマライゼーションの理念

の具体的な実践につながると思います。 

当麻町が設置する施設は、従来の福祉施設の閉鎖的で、市民社会とはかけ離れた存在の障がい者福祉を、地

域で暮らすことを基本に、地域単位で考えることによって、「創造的」で「親しみ」のある存在とする初めて

の試みであるとさえいえるものです。 

                            平成１3年度事業計画より 

 ★ギャラリーかたるべプラス事業内容★ 
 （１ ）パン工房（森のぱんやさん） 販売時間午前11：00から午後4：30（定休日：土・日・祝日・第1月及び火曜） 

     天然酵母はあたりまえ！メンバーが成型まで関わり、体にいいおいしいパンを提供します。 

 （２ ）木工房（フォレストかたるべ木工房） 

     額縁を中心とした作品ですが、世界に一つしかないデザインや独創性を持った作品も提供しま     

     す。平成１４年には、森の方へ作業棟を建設していきます。 

 （３ ）さをり織り（天衣無縫） 

     おおらかに、なにものにも捕らわれないメンバーの感性で織り上げた作品を提供します。 

 （４ ）喫茶店（まあてんばご～） 営業時間午後１：３0から午後４：３０（定休日：土・日・祝日・第1月及び火曜） 

          パンと紅茶を中心とした憩いの場を提供します。 

 （５ ）ギャラリー営業時間及び営業日はイベントに合わせます。 

     障がいを持つ方の芸術作品紹介をメインに、一般の方にも開放していきます。 

 （６）陶芸活動・・・１７年度より少しづつ開始していく予定です。 


